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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

ペットとの避難を学ぶ写真で振り返る思い出手作り講習会開催
いわき花火大会に向けて
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　久之浜・大久地区末続の遠藤
豊さん宅。アジサイ咲き誇る初
夏、多くの人が見事なアジサイ
をカメラに収めようと末続を訪
れます。中には、「庭を見せて下
さい」と訪ねてくる人もいるのと
のこと。６月25日、奥さん正子
さん（写真左から二人目）の案
内で庭のアジサイを見て歩くグ
ループの姿がありました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

災害復旧工事
〈四倉漁港〉
5月末現在
災害復旧概要
●岸壁復旧延長　　約0.8㎞
　うち完成延長　　約0.64㎞
●防波堤復旧延長　約2.7㎞
　うち完成延長　　約1.5㎞
●工事期間　      平成24年春～
　　　　　　　　平成29年春
　　　　　　　　（予定）

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　集会所に鹿児島県最大のボランティアグループ
「さわやか会」の方々が訪れました。3度目の訪問と
なった今回は、歌や踊り、
演奏、マジックが披露さ
れ、会場は大盛り上がり。
「幸せと笑顔をありがと
う」と激励の言葉がとび、
市社会福祉協議会から
感謝状が贈られました。

　市では下記のいずれかを満たす方に、防災ラジオ
を給付します。普段はラジオとして使用でき、スイッチ
がオフになっていても緊急連絡時には自動的に電源
が入り、FMいわきの電波を利用して市からの緊急
情報を受信します。
〈対象〉
・身体障害者手帳1・2級、療育手帳A、精神障害者
　保健福祉手帳1級を所持する方
・特定疾患医療受給者証を所持し重症認定を受け
　ている方
・障がいがあり、避難行動要支援者名簿に登録して
　いる方
〈申込方法〉
　印鑑および身体障害者手帳などを持参し(代理の
方でも可能)、各地区保健福祉センター窓口にてお
申し込みください。
〈自己負担額〉
　市民税課税世帯の方は、1,100円程度の予定(製
品価格の1割負担)。市民税非課税世帯の方は0円。
【問い合わせ】
市障がい福祉課支援係　☎0246-22-7485

　平市街地は、中世の岩城家の町割り(現在の研町、材
木町、古鍛冶町付近)を一部引き継ぎながらも、江戸時
代初め、磐城平城藩に配置された鳥居忠政が、城郭内
外に本丸や上・中級の侍屋敷を配置し、城下には下級
の侍屋敷および町屋を割り振りました。平の場合、同じ
職業に従事する職人が居住する町名の名残りとして、
刀鍛冶が住んでいた鍛治町や神主が住んでいた禰宜
町などのほか、大工町や紺屋
町など江戸時代の地名をほ
とんど引き継いでいるのが
特徴です。全国で消えていっ
た数多くの由緒ある地名を
考えれば稀な例と言えます。
出典：「地名の変化にみる、いわきの近代化より」

「防災ラジオ」の給付について

笑顔いっぱいの演芸鑑賞
中央台高久第一応急仮設住宅

平の町名はほとんど江戸時代の地名？

6月
14～23日

6月
11日

「住まいと暮らしの再建相談会」
◆日時　8月29(土)　
　　　　①10:00　②13:00　③15:00 (各90分程度)
◆場所　小名浜市民会館
◆定員　9組 (各時間3組)

各地の復興工事
進捗状況

2年目のアワビ試験操業大浦公民館まつり

　集会所が耐震化工事
中のため使用できない
なか、7名の女性役員と
ともに、住民や行政との
良い関係づくりを目指
していきたいです。

新自治会長が決定しました
内郷雇用促進住宅　新妻　彰英会長

耐震化工事中の建物

ね　　ぎ

もく　ちょう ふ る 　か 　じ ま ち

とぎ　まち ざい

だい　く　まちまち

まち

こう　 や

　平堂根町の〈ギャラリー界隈〉で、「かもめの視線
で綴る塩屋埼灯台」写真展が開かれました。会場
には、モーターパラグライダーによる空撮カメラマ
ン・酒井英治さんの作品
を35点展示。「塩屋埼
灯台」を中心とした震災
前後の写真をはじめ美
しい景色を収めた作品
に、訪れた人は見入って
いました。

上空から見るいわきの海岸線

豊間小で特別授
業再開

美空ひばり供養祭

来場者へ写真のエピソードを
話す酒井さん

歌とパフォーマンスで笑いに
包まれた会場

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.2
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桜
や
ツ
ツ
ジ
が
咲
く
春
を

経
て
、
季
節
は
夏
。
例
年
よ

り
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
っ
た

今
年
も
、
色
と
り
ど
り
の
ア

ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
を
あ
げ
て
ア
ジ
サ
イ

の
育
成
管
理
を
行
っ
て
い
る

末
続
。
国
道
か
ら
Ｊ
Ｒ
末
続

駅
へ
の
入
り
口
や
国
道
法
面

に
加
え
て
、
多
く
の
人
が
認

め
る
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
末
続
字
北

向
の
遠
藤
豊
さ
ん
宅
。
30
数

年
前
、
祖
父
が
庭
を
整
備
し

山
を
切
り
開
い
て
ア
ジ
サ
イ

を
植
え
た
こ
と
が
始
ま
り
。

元
々
は
、
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
花
が
咲

く
頃
は
田
植
え
で
忙
し
く
、

花
を
眺
め
て
楽
し
む
時
間
が

な
い
か
ら
と
ア
ジ
サ
イ
を
植

え
た
と
か
。

　
「
５
０
０
本
以
上
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
下
草
刈
も
一

苦
労
。
大
変
な
も
の
を
残
し

て
く
れ
た
も
ん
だ
」
と
笑
っ

て
話
す
豊
さ
ん
。
傍
ら
で
奥

さ
ん
の
正
子
さ
ん
が
「
大
変

だ
と
思
っ
た
ら
続
か
な
い
か

ら
、
楽
し
み
な
が
ら
や
ら

な
く
ち
ゃ
」
と
話
し
ま
す
。

　
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
や
波

立
薬
師
な
ど
ア
ジ
サ
イ
の
見

所
が
多
い
久
之
浜
・
大
久
地

区
。
防
災
緑
地
づ
く
り
会
議

の
四
季
彩
部
会
で
は
、
ア
ジ

サ
イ
な
ど
を
緑
の
地
域
資
源

と
し
て
活
用
す
る
景
観
の
再

確
認
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
12
日
、
ア
メ

リ
カ
大
使
館
駐
日
公

使
ダ
ー
ナ
・
ウ
ェ
ル

ト
ン
さ
ん
が
い
わ
き

市
を
訪
問
。
清
水
市

長
と
の
面
会
、
四
倉

の
〈
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ

ウ
ス
ふ
く
ま
る
〉
を

視
察
し
た
後
、
久
之

浜
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
造
成
工
事
の
進
む

町
内
、
久
之
浜
漁
港
、

災
害
公
営
住
宅
久
之

浜
東
団
地
、
浜
風
商

店
街
を
視
察
。
そ
し

て
、
昼
食
の
た
め
公

使
が
訪
れ
た
の
は
若

松
紀
夫
さ
ん
の
お
宅
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
メ

ヒ
カ
リ
の
唐
揚
げ
や

タ
ラ
の
澄
ま
し
汁
な

ど
久
之
浜
ら
し
い
魚

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
が
並
び
ま
し

た
。
「
地
元
の
人
が

日
頃
食
べ
て
い
る
食

事
が
し
た
い
と
の
希

望
が
あ
り
ま
し
た
」

と
若
松
美
星
さ
ん
。

　
浜
の
ご
馳
走
を
堪

能
し
た
公
使
、
「
今

度
は
一
人
で
ゆ
っ
く

り
来
ま
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
、
次
の
視

察
先
広
野
町
へ
向
け

久
之
浜
を
後
に
し
ま

し
た
。

８
月
11
日（
火
）開
催
決
定

第
２
回
浜
の
夏
祭
り

　６月21日、70名が参加し、
震災後初となる久之浜地区子
ども会育成会（木村理会長）
主催のウォークラリーが開催
されました。家族や仲間でチ
ームを組み４㎞弱のコースを
額に汗して歩きました。

一本一本心を込めて
第2回防災緑地植樹祭

 

昨
年
、
50
年
ぶ
り
に
盆

踊
り
と
花
火
大
会
が
同
時

開
催
さ
れ
た
浜
の
夏
祭
り
。

今
年
も
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
開
始
時
間
等
詳
細
は
、

久
之
浜
・
大
久
地
区 

盆

踊
り
及
び
花
火
大
会
実
行

委
員
会
担
当
木
戸
さ
ん

☎
0
9
0
‐
5
2
0
6
‐
6
2
1
2 

　
久
之
浜
・
大
久
支
所
の

持
つ
災
害
時
の
防
災
拠
点

機
能
と
久
之
浜
公
民
館
の

持
つ
ま
ち
づ
く
り
機
能
を

兼
ね
備
え
建
設
中
の
地
上

３
階
建
て
の
防
災
拠
点
施

設
（
津
波
避
難
ビ
ル
）
。

来
年
２
月
の
工
事
完
了
と

３
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

夏を前に照りつける太
陽の下行われた久之浜
二小の全校奉仕活動

　久之浜二小で行われた全
校奉仕活動。児童らは校庭の
草取りを、そしてPTAと卒業生
に加えて消防団員もホース操
法の訓練も兼ねてプールの
清掃を実施。炎天下の作業が
続きました。

久之浜二小全校奉仕活動 第21回ウォークラリー開催

建
設
工
事
進
む
防
災
拠
点

施
設（
津
波
避
難
ビ
ル
）

　6月19日、中浜の防災緑地造成現場で
植樹祭が開かれました。4月11日同様
2,000本の苗木は、被災地支援を行う株
式会社イオンの提供。全国のイオンから
久之浜を訪れた50名と久之浜・大久の参
加者総勢150名が植樹を行いました。
　植樹の後は昼食も兼ねた交流会が開か
れ、久之浜町婦人会による豚汁やうどん
などを皆で食べた参加者。その後、震災
語り部石川弘子さんと阿部忠直さんによ
る体験談に耳を傾けていました。
　沖縄からの参加者は、「ここで見聞きし
たことを沖縄に帰っても家族や仲間に伝
えていきたい」と感想を話していました。

波立海岸を臨む医王山波立寺。
今年も多くの見物客が訪れて
います

新しく生まれ変わる久之浜の
シンボルとして工事が進む防
災拠点施設

防災拠点施設の完成予想図。
ビルの愛称の検討も進んでい
ます

大久川の土手と園内にきれい
なアジサイが咲き並ぶ海竜の
里センター

季節も移ろい いよいよ夏へ　久之浜・大久

チェックポイントにちな
んだクイズも出され、楽
しさいっぱい

ふ る さ と歳時 記

久
之
浜
ら
し
い
お
も
て
な
し
を

ア
メ
リ
カ
駐
日
公
使
の
視
察

　ブルーベリーの実もたわわ
に実り、夏の訪れを告げる〈ピ
コブルーベリー農園〉。6月26
日、オープンを待ちかねた来
場者が多数訪れました。同園
のブルーベリーは70種類。8
月下旬まで様々な味が楽しめ
そうです。

たわわに実る夏の味

アジサイ咲き誇る
久之浜・大久

一日、一日アジサイが
見事になってきている
末続です
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ち
づ
く
り
機
能
を

兼
ね
備
え
建
設
中
の
地
上

３
階
建
て
の
防
災
拠
点
施

設
（
津
波
避
難
ビ
ル
）
。

来
年
２
月
の
工
事
完
了
と

３
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

夏を前に照りつける太
陽の下行われた久之浜
二小の全校奉仕活動

　久之浜二小で行われた全
校奉仕活動。児童らは校庭の
草取りを、そしてPTAと卒業生
に加えて消防団員もホース操
法の訓練も兼ねてプールの
清掃を実施。炎天下の作業が
続きました。

久之浜二小全校奉仕活動 第21回ウォークラリー開催

建
設
工
事
進
む
防
災
拠
点

施
設（
津
波
避
難
ビ
ル
）

　6月19日、中浜の防災緑地造成現場で
植樹祭が開かれました。4月11日同様
2,000本の苗木は、被災地支援を行う株
式会社イオンの提供。全国のイオンから
久之浜を訪れた50名と久之浜・大久の参
加者総勢150名が植樹を行いました。
　植樹の後は昼食も兼ねた交流会が開か
れ、久之浜町婦人会による豚汁やうどん
などを皆で食べた参加者。その後、震災
語り部石川弘子さんと阿部忠直さんによ
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　沖縄からの参加者は、「ここで見聞きし
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波立海岸を臨む医王山波立寺。
今年も多くの見物客が訪れて
います

新しく生まれ変わる久之浜の
シンボルとして工事が進む防
災拠点施設

防災拠点施設の完成予想図。
ビルの愛称の検討も進んでい
ます

大久川の土手と園内にきれい
なアジサイが咲き並ぶ海竜の
里センター

季節も移ろい いよいよ夏へ　久之浜・大久

チェックポイントにちな
んだクイズも出され、楽
しさいっぱい

ふ る さ と歳時 記

久
之
浜
ら
し
い
お
も
て
な
し
を

ア
メ
リ
カ
駐
日
公
使
の
視
察

　ブルーベリーの実もたわわ
に実り、夏の訪れを告げる〈ピ
コブルーベリー農園〉。6月26
日、オープンを待ちかねた来
場者が多数訪れました。同園
のブルーベリーは70種類。8
月下旬まで様々な味が楽しめ
そうです。

たわわに実る夏の味

アジサイ咲き誇る
久之浜・大久

一日、一日アジサイが
見事になってきている
末続です
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四
倉
海
岸
で
行
わ
れ
て

い
る
海
岸
堤
防
の
前
出
し

と
防
災
緑
地
の
整
備
に
合

わ
せ
て
、
東
二
丁
目
の
蜆

川
第
２
ポ
ン
プ
場
の
ゲ
ー

ト
は
、
県
い
わ
き
建
設
事

務
所
に
よ
っ
て
、
海
側
に

約
30
ｍ
延
伸
す
る
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
既
存
の
海
岸
堤

防
に
あ
る
ゲ
ー
ト
を
撤
去

し
て
、
海
側
に
新
し
い
ゲ

ー
ト
を
整
備
し
、
函
路
を

延
伸
し
ま
す
。

　
工
事
は
今
年
８
月
下
旬

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　6月30日、チャイル
ドハウスふくまるで、Ｎ
ＰＯ法人よつくらぶの
第7回通常総会が開
かれ、関係者など約
30名が集まりました。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
シ
ー

ズ
ン
も
、
市
漁
協
の
県
鮑
雲

丹
増
殖
協
議
会
に
所
属
す
る

11
ヵ
所
の
採
鮑
組
合
が
、
９

月
末
ま
で
の
予
定
で
、
市
内

沿
岸
部
で
ア
ワ
ビ
の
試
験
操

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
16
日
、
四
倉
採
鮑
組

合
の
新
田
正
組
合
長
は
、
組

合
員
と
一
緒
に
船
で
四
倉
漁

港
近
く
の
漁
場
に
向
か
い
、

素
潜
り
で
規
定
の
数
の
ア
ワ

ビ
を
採
り
ま
し
た
。

　
出
港
前
、
漁
の
準
備
を
し

な
が
ら
「
昔
は
港
か
ら
漁
場

ま
で
20
分
く
ら
い
泳
い
で

行
っ
て
、
採
っ
た
ア
ワ
ビ
を

か
ご
に
入
れ
た
ら
、
ま
た
泳

い
で
港
ま
で
戻
っ
て
き
た
ん

だ
け
ど
、
今
は
船
だ
か
ら

あ
っ
と
言
う
間
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
震
災
前
ま
で
使
っ
て
い
た

船
は
津
波
で
陸
に
押
し
上
げ

ら
れ
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
中
古
の
船
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。

　「
元
々
レ
ジ
ャ
ー
用
の
船

だ
っ
た
か
ら
、
幅
が
広
く
て

ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
ん
だ
け

ど
、
漁
船
よ
り
も
安
定
感
が

あ
る
ん
で
す
」
　

　
震
災
後
は
、
入
手
し
た
船

で
漁
港
内
の
作
業
に
従
事
し

た
ほ
か
、
港
に
沈
ん
で
い
る

車
が
あ
れ
ば
、
潜
水
の
経
験

を
生
か
し
て
車
内
の
確
認
作

業
に
も
当
た
る
こ
と
も
。

　
昨
年
、
ア
ワ
ビ
の
試
験
操

業
が
始
ま
っ
た
時
に
は
、
　

　「
や
っ
と
漁
の
た
め
に
海

に
潜
れ
る
と
思
う
と
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
や
は
り

が
れ
き
の
撤
去
で
潜
る
の
と

は
、
気
持
ち
が
全
然
違
う
か

ら
ね
」
と
感
慨
深
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　「
た
だ
、
２
年
目
に
入
っ

た
今
年
は
、
い
つ
ま
で
試
験

操
業
が
続
く
の
か
と
い
う
不

安
も
あ
り
ま
す
。
本
格
操
業

へ
の
見
通
し
も
立
た
な
い
で

す
し
」
と
複
雑
な
心
境
を
吐

露
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
「
長

年
や
っ
て
来
た
仕
事
だ
し
、

ま
た
ア
ワ
ビ
が
採
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
」

と
、
新
田
さ
ん
は
愛
着
の
あ

る
四
倉
の
海
を
見
つ
め
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。

蜆
川
第
２
ポ
ン
プ
場
の

工
事
に
つ
い
て

津波避難場所ガイド
●海嶽寺
●住所／四倉町字鬼越119-1
●面積／81㎡
●海抜／15.6ｍ

四倉ピックアップ

今年度の活動計画などが
承認されました

よつくらぶが
今年度の総会開く

　最勝院で、上仁井
田子どもじゃんがらが
練習開始。中学生の
元メンバーが手伝い
ながら、練習に励んで
います。今年から太鼓を任され、練

習に励む5年生たち

伝統を受け継ぐ
子どもじゃんがら

　6月5日、地球温暖
化について考える市
役所出前講座が四倉
小で行われ、市環境
企画課の職員2名が
来校しました。

５年生が受講した市役所
出前講座

環境問題を考える
出前講座　

　6月12日、駐日アメ
リカ公使のダーナ・ウ
ェルトンさんがチャイ
ルドハウスふくまるを
訪問。館内の施設を
視察しました。

アメリカ公使が
ふくまるへ　

来館者に気さくに話しか
けるダーナ公使　

四倉町内を12～13キロ走るのが
日課の新田さん

今
年
も
大
盛
況
の

公
民
館
ま
つ
り

　
６
月
28
日
、「
第
24

回
大
浦
公
民
館
ま
つ

り
」
が
開
か
れ
、
た
く

さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
芸
能
の
部
で
は
合
唱
、

民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
伝
統

芸
能
な
ど
の
サ
ー
ク
ル

が
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
展
示
の
部
で
は
絵
手

紙
、
つ
る
し
雛
、
木
彫

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
が
、

日
頃
の
活
動
で
製
作
し

た
作
品
を
展
示
。
来
場

者
は
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
公
民
館
前
で
は
手
打

ち
そ
ば
、
か
き
氷
、
お

で
ん
な
ど
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

蜆川第2ポンプ場のゲート（6月22日撮影）

漁場から戻り試験操業の成果を
見せる新田さん

ステージを盛り上
げた芸能発表

エアロビックを披
露する子ども達

バザーコーナーでは、掘り出
し物を探す来場者が品定め

力作が多数展示された絵手
紙サークルのコーナー

　
国
か
ら
の
委
託
事
業

「
人
権
啓
発
活
動
地
方
委

託
事
業
市
町
村
地
域
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
市

が
実
施
す
る「
人
権
の
花
」

運
動
は
、
花
を
育
て
な
が

ら
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

育
む
こ
と
が
目
的
。
市
内

の
小
学
校
が
対
象
で
、
今

年
度
は
大
浦
小
学
校
が
代

表
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
、
花
の
種
な

ど
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

福
島
地
方
法
務
局
の
職
員

や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
が

同
校
を
訪
れ
、
６
年
生
の

児
童
代
表
に
ヒ
マ
ワ
リ
な

ど
の
花
の
種
と
プ
ラ
ン

タ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

大
浦
小
で

「
人
権
の
花
」の
種
ま
きプランターにヒマワリな

どの種をまく6年生たち

2年目を迎えた
アワビの試験操業

四倉採鮑組合長
新田　正 さん

あ
わ
び
う

に

か
ん 

ろ

さい ぼう

し
じ
み
が
わ

←

●マルト

国道6号

四ツ倉駅
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国
か
ら
の
委
託
事
業

「
人
権
啓
発
活
動
地
方
委

託
事
業
市
町
村
地
域
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
市

が
実
施
す
る「
人
権
の
花
」

運
動
は
、
花
を
育
て
な
が

ら
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

育
む
こ
と
が
目
的
。
市
内

の
小
学
校
が
対
象
で
、
今

年
度
は
大
浦
小
学
校
が
代

表
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
、
花
の
種
な

ど
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

福
島
地
方
法
務
局
の
職
員

や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
が

同
校
を
訪
れ
、
６
年
生
の

児
童
代
表
に
ヒ
マ
ワ
リ
な

ど
の
花
の
種
と
プ
ラ
ン

タ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

大
浦
小
で

「
人
権
の
花
」の
種
ま
きプランターにヒマワリな

どの種をまく6年生たち

2年目を迎えた
アワビの試験操業

四倉採鮑組合長
新田　正 さん

あ
わ
び
う

に

か
ん 

ろ

さい ぼう

し
じ
み
が
わ

←

●マルト

国道6号

四ツ倉駅
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平地区ピックアップ

現地視察では「とよマルシェ」
や薄磯地域も訪れました

コロンビアから視察

いわき支援を続ける映画監督
の秀嶋賢人さんが企画・実施

東京から支援ツアー
　６月21日、豊間公民館に
東京からの復興支援ツアー
50名が訪れました。薄磯復
興協議委員の室谷和範さん
が震災時や復興状況などを
説明しました。

　６月23日、豊間団地集会
所でコロンビアから12名の
使節団が視察研修で訪れ、
区役員から震災時の状況や
復興事業の説明を聞いた後、
現地視察を行いました。

　 　
豊
間
小
学
校
で
放
課
後
特

別
授
業
「
豊
間
ア
カ
デ
ミ

ー
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
学
区
内
で
は
ま
だ
復
興
工

事
が
行
わ
れ
、
児
童
の
ほ
と

ん
ど
が
バ
ス
通
学
の
状
況
の

な
か
、
児
童
の
体
力
、
学
力

の
向
上
の
た
め
に
２
年
前
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
学
習
内
容
は
算
数
、
体
育

を
中
心
に
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
演
劇
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
、
プ
ロ
の
漫
画
家
に

よ
る
漫
画
教
室
、
福
島
高
専

に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
塾
な
ど

幅
広
く
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
立
博
物
館

の
協
力
で
表
現
力
を
学
ぶ

「
豊
間
こ
と
ば
の
学
校
」
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
興
味
を
持
ち
可
能
性

を
引
き
出
す
取
り
組
み
で
す
。

津波避難場所ガイド
●薄井神社

歌やダンスも披露され、賑やか
な供養祭になりました

美空ひばりさん供養祭
　６月21日、薄磯の「雲雀乃
苑」で美空ひばりさんを偲ぶ
27回忌供養祭が行われまし
た。ひばりプロダクション加
藤和也代表も参加し感謝の
意を伝えました。

５年算数担当は「寺子屋卓塾」塾長
馬上卓也先生

６年算数担当は「渡辺英数塾」塾長
渡辺稔先生

体操教室担当は市内で体操教室を主
宰する泉裕先生

４年算数担当は前ＰＴＡ副会長の山
廼邉綾子さん

漫画教室担当は地元出身漫画家の蛭
田充先生

演劇教室担当はフリーアナウンサー
の出雲三和さん

カードを拾いイラ
ストを見て回答し
ます

開発に携わった東北大生
の山田修司さん

防災リーダーとして表彰さ
れました

ユニバーサルデザインで
わかりやすい

カードゲームで防災教育
　６月10日、豊間小で防災教育授業が行われ
ました。これは東北大の学生が災害時に自分の
身を守る判断力を身につけるために、わかりや
すく遊びながら学習できるように開発した「減
災アクションカードゲーム」。遊び方は、かるた
方式。「海にいると地震が起きた。あなたはど
うしますか」と質問カードを読み上げ、３秒以内
に答えのイラストカードを拾い「高いところに逃
げます」などと答える形式となっています。「楽
しかった。高いところに逃げないといけないと
わかった」（２年生）「災害の時どうするのか再
確認できた」（５年生）と児童たちの声も。自然
と防災意識が身についたようでした。

学
校
だ
よ
り

豊
間
ア
カ
デ
ミ
ー
開
校

●

●

●

↑
↑

↑

修徳院

海

薄磯団地

沼ノ内
工事仮設道

薄磯復興本部

四倉

豊間

塩屋埼
カントリー

15

お知らせ
【薄磯区・薄磯団地夏祭り】
8月2日　10：00～
・模擬店やビンゴ、マジック
　ショーなどを予定していま
　す。
【とよマルシェで夏祭り】
8月8日　10：00～
・好間高校フラダンスチーム
　「ウイラニ・オーラバ」のダ
　ンスやビンゴゲームなどを
　予定しています。

●住所／平薄
　磯字北街
●面積/１７７㎡
●海抜/22.8ｍ

A

豊間地区復興事業進捗情報
豊間では南側に続き北側高台の造成が進んでいます。
仮設道や通行止めなど通行に気を付けて下さい。
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平地区ピックアップ

現地視察では「とよマルシェ」
や薄磯地域も訪れました

コロンビアから視察

いわき支援を続ける映画監督
の秀嶋賢人さんが企画・実施

東京から支援ツアー
　６月21日、豊間公民館に
東京からの復興支援ツアー
50名が訪れました。薄磯復
興協議委員の室谷和範さん
が震災時や復興状況などを
説明しました。

　６月23日、豊間団地集会
所でコロンビアから12名の
使節団が視察研修で訪れ、
区役員から震災時の状況や
復興事業の説明を聞いた後、
現地視察を行いました。

　 　
豊
間
小
学
校
で
放
課
後
特

別
授
業
「
豊
間
ア
カ
デ
ミ

ー
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
学
区
内
で
は
ま
だ
復
興
工

事
が
行
わ
れ
、
児
童
の
ほ
と

ん
ど
が
バ
ス
通
学
の
状
況
の

な
か
、
児
童
の
体
力
、
学
力

の
向
上
の
た
め
に
２
年
前
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
学
習
内
容
は
算
数
、
体
育

を
中
心
に
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
演
劇
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
、
プ
ロ
の
漫
画
家
に

よ
る
漫
画
教
室
、
福
島
高
専

に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
塾
な
ど

幅
広
く
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
立
博
物
館

の
協
力
で
表
現
力
を
学
ぶ

「
豊
間
こ
と
ば
の
学
校
」
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
興
味
を
持
ち
可
能
性

を
引
き
出
す
取
り
組
み
で
す
。

津波避難場所ガイド
●薄井神社

歌やダンスも披露され、賑やか
な供養祭になりました

美空ひばりさん供養祭
　６月21日、薄磯の「雲雀乃
苑」で美空ひばりさんを偲ぶ
27回忌供養祭が行われまし
た。ひばりプロダクション加
藤和也代表も参加し感謝の
意を伝えました。

５年算数担当は「寺子屋卓塾」塾長
馬上卓也先生

６年算数担当は「渡辺英数塾」塾長
渡辺稔先生

体操教室担当は市内で体操教室を主
宰する泉裕先生

４年算数担当は前ＰＴＡ副会長の山
廼邉綾子さん

漫画教室担当は地元出身漫画家の蛭
田充先生

演劇教室担当はフリーアナウンサー
の出雲三和さん

カードを拾いイラ
ストを見て回答し
ます

開発に携わった東北大生
の山田修司さん

防災リーダーとして表彰さ
れました

ユニバーサルデザインで
わかりやすい

カードゲームで防災教育
　６月10日、豊間小で防災教育授業が行われ
ました。これは東北大の学生が災害時に自分の
身を守る判断力を身につけるために、わかりや
すく遊びながら学習できるように開発した「減
災アクションカードゲーム」。遊び方は、かるた
方式。「海にいると地震が起きた。あなたはど
うしますか」と質問カードを読み上げ、３秒以内
に答えのイラストカードを拾い「高いところに逃
げます」などと答える形式となっています。「楽
しかった。高いところに逃げないといけないと
わかった」（２年生）「災害の時どうするのか再
確認できた」（５年生）と児童たちの声も。自然
と防災意識が身についたようでした。

学
校
だ
よ
り

豊
間
ア
カ
デ
ミ
ー
開
校

●

●

●

↑
↑
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薄磯団地

沼ノ内
工事仮設道

薄磯復興本部

四倉

豊間

塩屋埼
カントリー

15

お知らせ
【薄磯区・薄磯団地夏祭り】
8月2日　10：00～
・模擬店やビンゴ、マジック
　ショーなどを予定していま
　す。
【とよマルシェで夏祭り】
8月8日　10：00～
・好間高校フラダンスチーム
　「ウイラニ・オーラバ」のダ
　ンスやビンゴゲームなどを
　予定しています。

●住所／平薄
　磯字北街
●面積/１７７㎡
●海抜/22.8ｍ

A

豊間地区復興事業進捗情報
豊間では南側に続き北側高台の造成が進んでいます。
仮設道や通行止めなど通行に気を付けて下さい。
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地
区
の
避
難
所
で
あ
る

小
名
浜
高
校
へ
の
新
た
な

避
難
路
を
整
備
す
る
工
事

に
今
年
４
月
中
旬
か
ら
着

手
し
ま
し
た
。
神
白
川
河

口
付
近
か
ら
小
名
浜
高
校

へ
は
、
大
き
く
迂
回
し
な

い
と
向
か
う
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
か
ら
、
避
難
距

離
や
避
難
時
間
の
短
縮
に

む
け
て
整
備
。
同
高
校
へ

海
浜
部
か
ら
最
短
で
避
難

す
る
た
め
の
避
難
階
段
を

南
東
側
斜
面
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

小
名
浜
高
校
ま
で
の

避
難
路
整
備
工
事

完成は今年10月末を予定し
ています

津波避難場所ガイド

●冷泉寺

●住所／小名浜字古湊１８８
●面　積　２７７㎡
●海　抜　１０．６m

●おなはま海遊祭
　日時　７月25、26日10時～
　場所　アクアマリンパーク
●いわきおどり小名浜大会
　日時　７月31日17時～
　場所　県道小名浜・平線(鹿島街道)　
　　　　小名浜支所～日産サティオ交差点間
●いわき花火大会
　日時　８月１日19時～
　場所　アクアマリンパーク
　※荒天の場合８月２日同時刻に延期
●中之作朝市
　日時　８月８日７時～
　場所　中之作魚市場
●江名区盆踊り大会
　日時　８月14日18時～
　場所　江名港銅像前

●港ヶ丘公園

●住所／小名浜港ヶ丘29
●面　積　１，５０６㎡
●海　抜　２６．２m

　
地
区
の
避
難
所
で
あ
る

江
名
中
学
校
へ
の
新
た
な

避
難
路
を
２
ヵ
所
整
備
す

る
工
事
に
今
年
４
月
下
旬

か
ら
着
手
し
ま
し
た
。
同

中
学
校
は
海
に
近
い
高
台

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
避
難
時
に
お
け
る
安

全
・
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

１
ヵ
所
は
体
育
館
西
側
か

ら
上
る
避
難
階
段
を
整
備
。

も
う
１
ヵ
所
は
校
舎
北
側

に
あ
る
既
存
の
斜
路
を
利

用
し
た
ス
ロ
ー
プ
式
の
避

難
路
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

　
な
お
、
完
成
は
９
月
末

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
62
回
を
迎
え
る

「
い
わ
き
花
火
大
会
」
。

震
災
の
年
、
ま
だ
港
の
復

旧
工
事
が
不
完
全
で
、
観

客
を
入
れ
る
に
は
危
険
を

伴
う
た
め
、
港
を
立
ち
入

り
禁
止
に
し
た
上
で
、
１

号
埠
頭
で
花
火
を
打
ち
上

げ
ま
し
た
。
翌
年
は
台
船

を
利
用
し
、
沖
防
波
堤
で

打
ち
上
げ
を
実
施
。
昨
年

は
花
火
大
会
と
し
て
完
全

復
活
。「
震
災
復
興
の
た
め
、

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、

い
わ
き
花
火
大
会
実
行
委

員
会
広
報
委
員
会
委
員
長

の
上
野
台
祐
一
さ
ん
は
振

り
返
り
ま
す
。

　
同
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
仕
事
が
終
わ
っ
た

夜
に
集
ま
り
会
議
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
花
火
大

会
後
、
す
ぐ
に
安
全
対
策

な
ど
の
話
し
合
い
を
何
度

も
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
花
火
も
競
技
花

火
や
市
民
花
火
、
創
作
花

火
の
３
部
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
約
１
万
発
の
花
火

の
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　「
今
年
は
復
興
頑
張
ろ

う
か
ら
脱
却
し
、
観
覧
者

の
方
々
に
思
い
っ
き
り
花

火
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

感
動
に
包
ま
れ
る
こ
と
間

違
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
会

場
に
来
て
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
、
上
野
台
さ

ん
。
今
年
も
港
の
夜
空
に

大
輪
の
花
が
咲
く
日
の
た

め
に
、
準
備
は
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

小名浜ピックアップ

ハワイ南西海域で獲っ
た26ｔのメバチマグロ

第一次帰港式であいさ
つをする荷見さん（右）

　６月22日、小名浜港にいわき海星高校の海
洋科３年と海洋専攻科、機関専攻科の計19名
が乗った福島丸が61日間の漁業実習を経て帰
港。第一次航海帰港式で海洋科３年の荷見拓
也さんは「友情とチームワークの大切さを学び、
ともに助け合い励まし合い貴重な日々でした」
とあいさつし、保護者や学校関係者らに成長
した姿を見せていました。

小名浜の夏のイベント福島丸、小名浜港に帰港

江
名
中
学
校
ま
で
の

避
難
路
整
備
工
事

工事が進められている西側避
難路

第62回いわき花火大会
いわき花火大会実行委員会

まちづくりステーションで行われた花火大会の会議

は す み

　６月６日、永崎集会
所で目黒にある〈塩ラ
ーメンあいうえお〉経
営の田中秀明さんた
ちが塩ラーメンを地
域住民ら約100人に
振る舞いました。

肌寒い日でしたが、ラーメ
ンを食べて温まりました

ラーメンおいしいね

　６月10日、江名幼
稚園の年長組12名が
江名小学校を来校し
ました。ハンカチ落と
しや鬼ごっこなど遊び
を通じて交流を深め
ました。ドッジボールを楽しむ児童

と園児

なかよしタイム交流

　６月７日、〈いわき・
ら・ら・ミュウ〉で第４
回かつお祭が行われ
ました。かつお商品が
当たる抽選会やテナ
ントでタイムサービス
がありました。

かつおのあら汁
を振る舞う

かつお祭、開催

　６月20日、江名公
民館で、ちりめん細工
とひょうたん細工講
習が行われました。17
名が参加し、ひょうた
んランプやウサギを
作り楽しみました。

みんなで作品作り　

講師は金成富美男さん（左）・
礼子さん（右から3番目）夫妻

●
●

● ●

ゑびす屋
港ヶ丘店

冷泉寺

法船寺

小名浜高校

●● 魚市場

●●
古湊
保育所

小名浜
東郵便局

いわき・ら・ら・ミュウ
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地
区
の
避
難
所
で
あ
る

小
名
浜
高
校
へ
の
新
た
な

避
難
路
を
整
備
す
る
工
事

に
今
年
４
月
中
旬
か
ら
着

手
し
ま
し
た
。
神
白
川
河

口
付
近
か
ら
小
名
浜
高
校

へ
は
、
大
き
く
迂
回
し
な

い
と
向
か
う
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
か
ら
、
避
難
距

離
や
避
難
時
間
の
短
縮
に

む
け
て
整
備
。
同
高
校
へ

海
浜
部
か
ら
最
短
で
避
難

す
る
た
め
の
避
難
階
段
を

南
東
側
斜
面
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

小
名
浜
高
校
ま
で
の

避
難
路
整
備
工
事

完成は今年10月末を予定し
ています

津波避難場所ガイド

●冷泉寺

●住所／小名浜字古湊１８８
●面　積　２７７㎡
●海　抜　１０．６m

●おなはま海遊祭
　日時　７月25、26日10時～
　場所　アクアマリンパーク
●いわきおどり小名浜大会
　日時　７月31日17時～
　場所　県道小名浜・平線(鹿島街道)　
　　　　小名浜支所～日産サティオ交差点間
●いわき花火大会
　日時　８月１日19時～
　場所　アクアマリンパーク
　※荒天の場合８月２日同時刻に延期
●中之作朝市
　日時　８月８日７時～
　場所　中之作魚市場
●江名区盆踊り大会
　日時　８月14日18時～
　場所　江名港銅像前

●港ヶ丘公園

●住所／小名浜港ヶ丘29
●面　積　１，５０６㎡
●海　抜　２６．２m

　
地
区
の
避
難
所
で
あ
る

江
名
中
学
校
へ
の
新
た
な

避
難
路
を
２
ヵ
所
整
備
す

る
工
事
に
今
年
４
月
下
旬

か
ら
着
手
し
ま
し
た
。
同

中
学
校
は
海
に
近
い
高
台

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
避
難
時
に
お
け
る
安

全
・
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

１
ヵ
所
は
体
育
館
西
側
か

ら
上
る
避
難
階
段
を
整
備
。

も
う
１
ヵ
所
は
校
舎
北
側

に
あ
る
既
存
の
斜
路
を
利

用
し
た
ス
ロ
ー
プ
式
の
避

難
路
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

　
な
お
、
完
成
は
９
月
末

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
62
回
を
迎
え
る

「
い
わ
き
花
火
大
会
」
。

震
災
の
年
、
ま
だ
港
の
復

旧
工
事
が
不
完
全
で
、
観

客
を
入
れ
る
に
は
危
険
を

伴
う
た
め
、
港
を
立
ち
入

り
禁
止
に
し
た
上
で
、
１

号
埠
頭
で
花
火
を
打
ち
上

げ
ま
し
た
。
翌
年
は
台
船

を
利
用
し
、
沖
防
波
堤
で

打
ち
上
げ
を
実
施
。
昨
年

は
花
火
大
会
と
し
て
完
全

復
活
。「
震
災
復
興
の
た
め
、

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、

い
わ
き
花
火
大
会
実
行
委

員
会
広
報
委
員
会
委
員
長

の
上
野
台
祐
一
さ
ん
は
振

り
返
り
ま
す
。

　
同
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
仕
事
が
終
わ
っ
た

夜
に
集
ま
り
会
議
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
花
火
大

会
後
、
す
ぐ
に
安
全
対
策

な
ど
の
話
し
合
い
を
何
度

も
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
花
火
も
競
技
花

火
や
市
民
花
火
、
創
作
花

火
の
３
部
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
約
１
万
発
の
花
火

の
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　「
今
年
は
復
興
頑
張
ろ

う
か
ら
脱
却
し
、
観
覧
者

の
方
々
に
思
い
っ
き
り
花

火
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

感
動
に
包
ま
れ
る
こ
と
間

違
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
会

場
に
来
て
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
、
上
野
台
さ

ん
。
今
年
も
港
の
夜
空
に

大
輪
の
花
が
咲
く
日
の
た

め
に
、
準
備
は
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

小名浜ピックアップ

ハワイ南西海域で獲っ
た26ｔのメバチマグロ

第一次帰港式であいさ
つをする荷見さん（右）

　６月22日、小名浜港にいわき海星高校の海
洋科３年と海洋専攻科、機関専攻科の計19名
が乗った福島丸が61日間の漁業実習を経て帰
港。第一次航海帰港式で海洋科３年の荷見拓
也さんは「友情とチームワークの大切さを学び、
ともに助け合い励まし合い貴重な日々でした」
とあいさつし、保護者や学校関係者らに成長
した姿を見せていました。

小名浜の夏のイベント福島丸、小名浜港に帰港

江
名
中
学
校
ま
で
の

避
難
路
整
備
工
事

工事が進められている西側避
難路

第62回いわき花火大会
いわき花火大会実行委員会

まちづくりステーションで行われた花火大会の会議

は す み

　６月６日、永崎集会
所で目黒にある〈塩ラ
ーメンあいうえお〉経
営の田中秀明さんた
ちが塩ラーメンを地
域住民ら約100人に
振る舞いました。

肌寒い日でしたが、ラーメ
ンを食べて温まりました

ラーメンおいしいね

　６月10日、江名幼
稚園の年長組12名が
江名小学校を来校し
ました。ハンカチ落と
しや鬼ごっこなど遊び
を通じて交流を深め
ました。ドッジボールを楽しむ児童

と園児

なかよしタイム交流

　６月７日、〈いわき・
ら・ら・ミュウ〉で第４
回かつお祭が行われ
ました。かつお商品が
当たる抽選会やテナ
ントでタイムサービス
がありました。

かつおのあら汁
を振る舞う

かつお祭、開催

　６月20日、江名公
民館で、ちりめん細工
とひょうたん細工講
習が行われました。17
名が参加し、ひょうた
んランプやウサギを
作り楽しみました。

みんなで作品作り　

講師は金成富美男さん（左）・
礼子さん（右から3番目）夫妻

●
●

● ●

ゑびす屋
港ヶ丘店

冷泉寺

法船寺

小名浜高校

●● 魚市場

●●
古湊
保育所

小名浜
東郵便局

いわき・ら・ら・ミュウ
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６
月
30
日
、
第
６
回
防

災
緑
地
利
活
用
検
討
委
員

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
か
ら
約
５
ヵ
月
が

経
ち
、
県
職
員
が
防
災
緑

地
の
現
状
と
以
前
か
ら
の

変
更
点
を
説
明
。「
芸
術
公

園
ゾ
ー
ン
」
に
整
備
さ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
の
形
状
や
、

海
へ
降
り
る
階
段
な
ど
に

変
更
が
あ
り
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
内
に
予

定
し
て
い
る
関
連
事
業
に

つ
い
て
も
報
告
。
秋
頃
に

は
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
、
防
災
緑
地
の
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
旧
校
舎
が
被
災
し
、
新

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
同
校
。
新
校
舎
の
完
成

を
祝
い
、
６
月
１
日
に
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
低
予
算
で
も
ア
イ
デ
ア

次
第
で
何
で
も
で
き
る
」
と

語
る
の
は
、
勿
来
町
関
田
地

区
に
在
住
の
秋
元
政
明
さ
ん
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
な
が

ら
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
秋
元
さ

ん
の
仕
事
は
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
や
舞
台
美
術
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
〈
い
わ
き

芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ

ス
〉
内
の
カ
フ
ェ
に
て
、
自

身
が
手
が
け
た
「
う
え
だ
笑

店
会
マ
ッ
プ
原
画
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
自
転
車
で
植

田
町
内
を
回
り
、
約
２
ヵ
月

か
け
て
制
作
し
た
と
い
う
手

描
き
の
マ
ッ
プ
。
震
災
後
、

う
え
だ
商
店
会
か
ら
「
町
の

復
興
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
」
と
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
展
示
会
は
以
前
、
植
田
町

に
あ
る
㈲
伊
勢
屋
商
店
や
、

勿
来
支
所
で
も
実
施
し
ま
し

た
。「
た
だ
作
っ
た
だ
け
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
町
を
知
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
活
性
化

に
繋
げ
た
い
」
と
い
う
の
が

秋
元
さ
ん
の
思
い
。

　
ま
た
、
い
わ
き
市
内
の
名

店
や
名
所
を
描
い
た
マ
ッ
プ

も
作
成
。
年
に
１
回
発
行
し

て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
と

な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
フ

ラ
お
じ
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
作
成
や
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
美
術
指
導
な
ど
幅
広

く
活
動
中
。「
い
わ
き
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、
デ
ザ
イ

ン
の
力
を
使
っ
て
で
き
る
限

り
や
っ
て
い
き
た
い
」
。
今

後
も
秋
元
さ
ん
の
活
躍
に
、

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
６
月
22
日
に
行
わ
れ
た

第
６
回
で
は
、
勿
来
地
区

の
住
民
と
双
葉
町
の
方
々

と
の
交
流
を
目
的
と
し
た

「
勿
来
ま
ち
あ
る
き
」
を

企
画
。
実
行
委
員
会
が
発

足
さ
れ
、
７
月
末
に
行
う

「
プ
レ
ま
ち
あ
る
き
」
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、「
勿
来
ま
ち
あ
る

き
」
は
10
月
上
旬
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　6月13日、災害公営住宅四
沢団地内にて「ペット避難講
習会」が行われました。いわき
「犬猫を捨てない」会代表の
遠藤良志子さんを講師に、避
難時に必要な物品や避難先
での注意点などを学びました。

　6月14日、「NPO法人
おぢや元気プロジェク
ト」のメンバー5名が、
小浜公民館を訪れまし
た。これまでに交流を
深めてきた際の写真を
スクリーンで上映し、
小浜のみなさんにプレ
ゼント。思い出話に花
を咲かせ、またひとつ
交流を深めました。

市内北部にも植田町を
宣伝するため行った、
アリオスでの原画展

建物やロゴ、ネーミン
グまで秋元さんが手が
けた店舗

プレゼントされたお気に入
りの1枚を手に、笑顔を見
せた参加者

勿来ピックアップ
３回目となる苗木の採取 ペットも大事な家族の一員

磐
城
農
業
高
校

新
校
舎
が
完
成

第
６
回
　
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会

勿
来
と
双
葉
の
共
生

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
事
業

ペットを守るための知識と、飼
い主同士の交流を深めました

植樹用に昨年採取した、ドング
リの苗木も用意されました

人のため、町のために
自分自身ができること

勿来町
秋元　政明 さん

冷たいおしるこや小千谷
のそばも振る舞われ、和や
かな１日となりました

「田んぼアートinいわき」

アイデア・デザインを駆使して

小浜♥小千谷
深め合った
　　　絆の数々

お 知 ら せ
なこそ夏まつり　7月25日（土）17：10 ～
◆サンバパレード　17：10 ～17：50
　　　　　　　　　植田パティオ通り
◆いわきおどり勿来大会　18：00 ～19：30
　　　　　　　　　　　　植田パティオ通り
◆なこそ鮫川花火大会　20：00 ～21：00
　　　　　　　　　　　鮫川河川敷
※小雨決行。雨天の場合、翌日に順延されます。
※16時から22時の間、植田小学校および錦小学
　校のグラウンドが駐車場として開放されます。

四時ダムまつり　7月26日（日）9：30 ～植え替え作業の様子。芝浦工
業大学の学生も協力しました

　異なる色の稲を使い、田ん
ぼに巨大な絵を描く「田んぼ
アート」の田植え作業が、6月
7日に山田町で行われました。
苗は磐城農業高校で育てた
ものを使用。7月下旬から8月
中旬に見頃を迎える予定です。

協力した同校生徒のほか、地
域住民など60名以上が参加

約1年10ヵ月の工事を経て、
生まれ変わった校舎

津波避難場所ガイド
●植田小学
　校校庭

●住所/東田町向山3
●面積/7,982㎡
●海抜/14.7m

●勿来の関

●住所/勿来町関田
　関山59
●面積/23,544㎡
●海抜/75.3m

↑

↑

↑
↑

●

●
●

佐糠

佐糠

錦

BOOKACE
植田店

ハローワーク
勿来

植田駅

双葉町役場
いわき事務所

↑
平

↑

北
茨
城
↓

勿来の関
跡三差路

勿来第二
中学校

いわき市勿来関
文学歴史館

●

●

太
平
洋

6
勿来駅

　6月7日、防災緑地に植樹す
るための苗木の採取が、小浜
町の那智神社を中心に行わ
れました。採取した苗は、樹
木医の木田都城子先生の指
導のもとポットへ植え替えら
れ、約300鉢が集まりました。
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６
月
30
日
、
第
６
回
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災
緑
地
利
活
用
検
討
委
員

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
か
ら
約
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ヵ
月
が

経
ち
、
県
職
員
が
防
災
緑

地
の
現
状
と
以
前
か
ら
の

変
更
点
を
説
明
。「
芸
術
公

園
ゾ
ー
ン
」
に
整
備
さ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
の
形
状
や
、

海
へ
降
り
る
階
段
な
ど
に

変
更
が
あ
り
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
内
に
予

定
し
て
い
る
関
連
事
業
に

つ
い
て
も
報
告
。
秋
頃
に

は
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
、
防
災
緑
地
の
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
旧
校
舎
が
被
災
し
、
新

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
同
校
。
新
校
舎
の
完
成

を
祝
い
、
６
月
１
日
に
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
低
予
算
で
も
ア
イ
デ
ア

次
第
で
何
で
も
で
き
る
」
と

語
る
の
は
、
勿
来
町
関
田
地

区
に
在
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の
秋
元
政
明
さ
ん
。
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ィ
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ト
で
あ
り
な
が

ら
、
デ
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イ
ナ
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や
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
秋
元
さ

ん
の
仕
事
は
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
や
舞
台
美
術
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
看
板
の
デ
ザ
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ン
な

ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
〈
い
わ
き

芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ

ス
〉
内
の
カ
フ
ェ
に
て
、
自

身
が
手
が
け
た
「
う
え
だ
笑

店
会
マ
ッ
プ
原
画
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
自
転
車
で
植

田
町
内
を
回
り
、
約
２
ヵ
月

か
け
て
制
作
し
た
と
い
う
手

描
き
の
マ
ッ
プ
。
震
災
後
、

う
え
だ
商
店
会
か
ら
「
町
の

復
興
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
」
と
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
展
示
会
は
以
前
、
植
田
町

に
あ
る
㈲
伊
勢
屋
商
店
や
、

勿
来
支
所
で
も
実
施
し
ま
し

た
。「
た
だ
作
っ
た
だ
け
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
町
を
知
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
活
性
化

に
繋
げ
た
い
」
と
い
う
の
が

秋
元
さ
ん
の
思
い
。

　
ま
た
、
い
わ
き
市
内
の
名

店
や
名
所
を
描
い
た
マ
ッ
プ

も
作
成
。
年
に
１
回
発
行
し

て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
と

な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
フ

ラ
お
じ
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
作
成
や
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
美
術
指
導
な
ど
幅
広

く
活
動
中
。「
い
わ
き
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、
デ
ザ
イ

ン
の
力
を
使
っ
て
で
き
る
限

り
や
っ
て
い
き
た
い
」
。
今

後
も
秋
元
さ
ん
の
活
躍
に
、

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
６
月
22
日
に
行
わ
れ
た

第
６
回
で
は
、
勿
来
地
区

の
住
民
と
双
葉
町
の
方
々

と
の
交
流
を
目
的
と
し
た

「
勿
来
ま
ち
あ
る
き
」
を

企
画
。
実
行
委
員
会
が
発

足
さ
れ
、
７
月
末
に
行
う

「
プ
レ
ま
ち
あ
る
き
」
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、「
勿
来
ま
ち
あ
る

き
」
は
10
月
上
旬
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　6月13日、災害公営住宅四
沢団地内にて「ペット避難講
習会」が行われました。いわき
「犬猫を捨てない」会代表の
遠藤良志子さんを講師に、避
難時に必要な物品や避難先
での注意点などを学びました。

　6月14日、「NPO法人
おぢや元気プロジェク
ト」のメンバー5名が、
小浜公民館を訪れまし
た。これまでに交流を
深めてきた際の写真を
スクリーンで上映し、
小浜のみなさんにプレ
ゼント。思い出話に花
を咲かせ、またひとつ
交流を深めました。

市内北部にも植田町を
宣伝するため行った、
アリオスでの原画展

建物やロゴ、ネーミン
グまで秋元さんが手が
けた店舗

プレゼントされたお気に入
りの1枚を手に、笑顔を見
せた参加者

勿来ピックアップ
３回目となる苗木の採取 ペットも大事な家族の一員

磐
城
農
業
高
校

新
校
舎
が
完
成

第
６
回
　
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会

勿
来
と
双
葉
の
共
生

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
事
業

ペットを守るための知識と、飼
い主同士の交流を深めました

植樹用に昨年採取した、ドング
リの苗木も用意されました

人のため、町のために
自分自身ができること

勿来町
秋元　政明 さん

冷たいおしるこや小千谷
のそばも振る舞われ、和や
かな１日となりました

「田んぼアートinいわき」

アイデア・デザインを駆使して

小浜♥小千谷
深め合った
　　　絆の数々

お 知 ら せ
なこそ夏まつり　7月25日（土）17：10 ～
◆サンバパレード　17：10 ～17：50
　　　　　　　　　植田パティオ通り
◆いわきおどり勿来大会　18：00 ～19：30
　　　　　　　　　　　　植田パティオ通り
◆なこそ鮫川花火大会　20：00 ～21：00
　　　　　　　　　　　鮫川河川敷
※小雨決行。雨天の場合、翌日に順延されます。
※16時から22時の間、植田小学校および錦小学
　校のグラウンドが駐車場として開放されます。

四時ダムまつり　7月26日（日）9：30 ～植え替え作業の様子。芝浦工
業大学の学生も協力しました

　異なる色の稲を使い、田ん
ぼに巨大な絵を描く「田んぼ
アート」の田植え作業が、6月
7日に山田町で行われました。
苗は磐城農業高校で育てた
ものを使用。7月下旬から8月
中旬に見頃を迎える予定です。

協力した同校生徒のほか、地
域住民など60名以上が参加

約1年10ヵ月の工事を経て、
生まれ変わった校舎

津波避難場所ガイド
●植田小学
　校校庭

●住所/東田町向山3
●面積/7,982㎡
●海抜/14.7m

●勿来の関

●住所/勿来町関田
　関山59
●面積/23,544㎡
●海抜/75.3m

↑

↑

↑
↑

●

●
●

佐糠

佐糠

錦

BOOKACE
植田店

ハローワーク
勿来

植田駅

双葉町役場
いわき事務所

↑
平

↑

北
茨
城
↓

勿来の関
跡三差路

勿来第二
中学校

いわき市勿来関
文学歴史館

●

●

太
平
洋

6
勿来駅

　6月7日、防災緑地に植樹す
るための苗木の採取が、小浜
町の那智神社を中心に行わ
れました。採取した苗は、樹
木医の木田都城子先生の指
導のもとポットへ植え替えら
れ、約300鉢が集まりました。
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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

ペットとの避難を学ぶ写真で振り返る思い出手作り講習会開催
いわき花火大会に向けて
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　久之浜・大久地区末続の遠藤
豊さん宅。アジサイ咲き誇る初
夏、多くの人が見事なアジサイ
をカメラに収めようと末続を訪
れます。中には、「庭を見せて下
さい」と訪ねてくる人もいるのと
のこと。６月25日、奥さん正子
さん（写真左から二人目）の案
内で庭のアジサイを見て歩くグ
ループの姿がありました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

災害復旧工事
〈四倉漁港〉
5月末現在
災害復旧概要
●岸壁復旧延長　　約0.8㎞
　うち完成延長　　約0.64㎞
●防波堤復旧延長　約2.7㎞
　うち完成延長　　約1.5㎞
●工事期間　      平成24年春～
　　　　　　　　平成29年春
　　　　　　　　（予定）

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　集会所に鹿児島県最大のボランティアグループ
「さわやか会」の方々が訪れました。3度目の訪問と
なった今回は、歌や踊り、
演奏、マジックが披露さ
れ、会場は大盛り上がり。
「幸せと笑顔をありがと
う」と激励の言葉がとび、
市社会福祉協議会から
感謝状が贈られました。

　市では下記のいずれかを満たす方に、防災ラジオ
を給付します。普段はラジオとして使用でき、スイッチ
がオフになっていても緊急連絡時には自動的に電源
が入り、FMいわきの電波を利用して市からの緊急
情報を受信します。
〈対象〉
・身体障害者手帳1・2級、療育手帳A、精神障害者
　保健福祉手帳1級を所持する方
・特定疾患医療受給者証を所持し重症認定を受け
　ている方
・障がいがあり、避難行動要支援者名簿に登録して
　いる方
〈申込方法〉
　印鑑および身体障害者手帳などを持参し(代理の
方でも可能)、各地区保健福祉センター窓口にてお
申し込みください。
〈自己負担額〉
　市民税課税世帯の方は、1,100円程度の予定(製
品価格の1割負担)。市民税非課税世帯の方は0円。
【問い合わせ】
市障がい福祉課支援係　☎0246-22-7485

　平市街地は、中世の岩城家の町割り(現在の研町、材
木町、古鍛冶町付近)を一部引き継ぎながらも、江戸時
代初め、磐城平城藩に配置された鳥居忠政が、城郭内
外に本丸や上・中級の侍屋敷を配置し、城下には下級
の侍屋敷および町屋を割り振りました。平の場合、同じ
職業に従事する職人が居住する町名の名残りとして、
刀鍛冶が住んでいた鍛治町や神主が住んでいた禰宜
町などのほか、大工町や紺屋
町など江戸時代の地名をほ
とんど引き継いでいるのが
特徴です。全国で消えていっ
た数多くの由緒ある地名を
考えれば稀な例と言えます。
出典：「地名の変化にみる、いわきの近代化より」

「防災ラジオ」の給付について

笑顔いっぱいの演芸鑑賞
中央台高久第一応急仮設住宅

平の町名はほとんど江戸時代の地名？

6月
14～23日

6月
11日

「住まいと暮らしの再建相談会」
◆日時　8月29(土)　
　　　　①10:00　②13:00　③15:00 (各90分程度)
◆場所　小名浜市民会館
◆定員　9組 (各時間3組)

各地の復興工事
進捗状況

2年目のアワビ試験操業大浦公民館まつり

　集会所が耐震化工事
中のため使用できない
なか、7名の女性役員と
ともに、住民や行政との
良い関係づくりを目指
していきたいです。

新自治会長が決定しました
内郷雇用促進住宅　新妻　彰英会長

耐震化工事中の建物

ね　　ぎ

もく　ちょう ふ る 　か 　じ ま ち

とぎ　まち ざい

だい　く　まちまち

まち

こう　 や

　平堂根町の〈ギャラリー界隈〉で、「かもめの視線
で綴る塩屋埼灯台」写真展が開かれました。会場
には、モーターパラグライダーによる空撮カメラマ
ン・酒井英治さんの作品
を35点展示。「塩屋埼
灯台」を中心とした震災
前後の写真をはじめ美
しい景色を収めた作品
に、訪れた人は見入って
いました。

上空から見るいわきの海岸線

豊間小で特別授
業再開

美空ひばり供養祭

来場者へ写真のエピソードを
話す酒井さん

歌とパフォーマンスで笑いに
包まれた会場

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.2
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